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【科目】[ 機械工学特論 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

岡田 敬夫

【授業目標・教育方針】
主として 2 次元・非粘性流れの解析手法を学生に理解させる。学生が将来流体
力学に関する工学上の問題に出くわしたときに、流体力学的な論理をたどって解に
たどりつけるようにすることを目標とする。演習も数多く行う。

【授業概要】
2 次元非粘性流れの支配方程式 ( 連続の式とオイラーの方程式・・・ラプラス方程式と
2 次元ベルヌーイ ) を解説する。流れ関数と速度ポテンシャルの概念について詳しく
述べた後に、ラプラス方程式の解でそれらを表す。ポテンシャル流れを重ね合わせ
ることによって円柱まわりの流れを出現させ、その円柱に作用する抗力と揚力とを
求め、ダランベールの背理を理解させる。循環を伴う円柱まわりの流れにおける
円柱上の圧力分布から、円柱に作用する揚力を求める。粘性流れにおいて物体に
抗力が作用する原因について述べたのちに、いくつかの物体に対する抗力について
解説する。複素速度ポテンシャルを使用して、様々な流れにおける速度分布、
圧力分布などを求める手法を解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
水力学・流体力学公式・資料集 ( パワー社刊 )、
自作のプリント等

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
ポケコン

【成績評価方法】
［後期］試験（中間、期末）80％, レポート課題＋小テスト 20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：[ 機械工学特論 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 非粘性流れ 1 次元および 2 次元流れ、粘性流れと非粘性流れ、演
習

小テスト、レポート

2 － 4 非粘性・2 次元流れの支配方程
式

連続の式、オイラーの方程式、対流加速度、回転流れ
と非回転流れ、
循環とうず度とストークスの定理、演習

5 － 7 流れ関数と速度ポテンシャル 流線、流れ関数、速度ポテンシャル、コーシー・リー
マン条件、
流線と等ポテンシャル線の直交、2 次元流れのベル
ヌーイ式、演習

小テスト、レポート

8 － 9 ラプラス方程式とその解 ラプラス方程式、一様流れ、涌き出し流れ、吸い込み
流れ、
自由うず流れ、ダブレット流れ、演習

10 － 11 ポテンシャル流れの重ね合わせ 半物体まわりの流れ、ランキン物体まわりの流れ、円
柱まわりの流れ、
複素速度ポテンシャルを用いた流れの解析、演習

小テスト、レポート

12 － 13 円柱まわりのポテンシャル流れ 円柱まわりの速度分布、円柱まわりの圧力分布、円柱
に作用する
抗力と揚力、ダランベールの背理、クッタ・ジューコ
フスキーの定理、演習

14-15 循環を伴う円柱まわりのポテン
シャル流れ

円柱まわりの速度分布、円柱まわりの圧力分布、
円柱に作用する抗力と揚力、演習

小テスト、レポート
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